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聖五旬祭（聖神降臨祭） 
崇め讃めらるる哉ハリストス我等の神よ、 

爾は漁者に聖神を遣して睿智者と為し、 

彼等を以て世界を漁し得たり、人を愛する主よ、光栄は爾に帰す 

 五旬祭は復活祭後の五十日目にやって来ます。かつて弟子たちが聖神を受けたよう

に、その賜物は私たちの上にも降り、神の国の民という喜びに満てられます。弟子たち

が教会から福音を世界に伝えて行ったように、同時に私たちも彼等に倣い福音の喜び

を人々に伝える自覚が必要とされます。それは教会の呼吸、祈りによって為されなくて

はなりません。 

  『天の王、慰むる者や、真実の神゜ 、在らざる所なき者、滿たざる所なき者や、萬善

の宝蔵なる者、生命を賜う主や、来たりて我等の中に居り、我等を諸々の穢れより潔く

せよ、至善者や、我等の霊を救い給え』。この祈りは信徒の集まりで先ず歌われ、聖神

の働きを通して話し合いが愛によって実が結ばれるように、恩寵を乞うのです。日々の

生活のなか、ときに信仰の試されることが多くあります。人々の間を隔てる偏見、傲慢、

無関心は国家・民族・宗教などを盾に、争いを引き起こし人のいのちは簡単に踏み潰さ

れます。平和を望む貧しい人々は生かされなくてはなりません。彼等が絶望から守り導

かれ、愛と赦しの与えられるよう私たちは熱心に祈らなくてはならない。聖神の熱は冷

信に傾きやすい心の奥にまで届き温め、人を隔てる壁を溶かす激しい力となります。聖

神は教会に充満し、私たちの中にも充満し、互いの尊重と赦しを育む神の家族のように

固め、生命を輝かし動かして共に新たなる世界へと導きます。 
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今
年
は
4
月
16
日
㈰
に
各
管
轄
司
祭
在
住
教
会
に
お

い
て
復
活
大
祭
が
行
わ
れ
た
。
雨
天
に
悩
ま
さ
れ
た
と
こ

ろ
も
多
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
お
さ
ま
り
、
祝
賀

会
を
開
催
し
て
お
祝
い
す
る
教
会
も
あ
っ
た
。 

■
仙
台
管
轄 

 

復
活
祭
当
日
は
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
が
ニ
コ
ラ

イ
堂
で
の
奉
事
で
出
張
さ
れ
て
仙
台
で
は
司
祭
祈
祷
と

な
っ
た
。
白
河
、
中
新
田
と
も
に
穏
や
か
な
天
気
の
も
と

十
字
行
、
聖
体
礼
儀
、
墓
地
祈
祷
が
行
わ
れ
た
。 

■
一
関
管
轄 

 

一
関
の
復
活
祭
に
十
文
字
の
信
徒
も
初
め
て
参
祷
し
、

感
銘
を
受
け
た
様
子
が
教
会
報
で
紹
介
さ
れ
た
。
盛
で
は

天
気
も
良
く
、
十
字
行
、
聖
体
礼
儀
が
行
わ
れ
、
墓
地
祈

祷
と
久
々
の
祝
賀
会
も
開
催
さ
れ
た
。 

■
盛
岡
管
轄 

 

雨
模
様
と
な
り
十
字
行
は
啓
蒙
所
内
で
行
わ
れ
た
が
、

祈
祷
後
に
食
事
会
を
し
、
明
け
て
10
時
か
ら
は
復
活
祭 
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主
日
晩
課
を
行
い
、
夜
に
参
祷
出
来
な
か
っ

た
方
と
共
に
主
の
ご
復
活
を
喜
び
あ
っ
た
。 

 

■
石
巻
管
轄 

 

石
巻
で
は
祈
祷
の
始
ま
る
頃
に
は
雨
も
あ

が
り
、
十
字
行
を
し
、
聖
体
礼
儀
、
祝
賀
会

が
行
わ
れ
た
。
管
轄
教
会
で
は
洗
礼
志
願
者

や
久
し
ぶ
り
に
参
祷
さ
れ
た
信
徒
も
あ
り
、

未
来
に
向
か
っ
て
希
望
が
抱
け
る
復
活
祭
と

な
っ
た
。 

■
函
館
管
轄 

 

小
ぶ
り
の
雨
の
間
隙
を
つ
い
て
十
字
行
を

し
、
修
復
工
事
後
三
年
ぶ
り
の
聖
堂
で
の
復

活
祭
が
行
わ
れ
た
。
祝
賀
会
も
通
常
通
り
に

行
い
、
皆
で
主
の
復
活
を
喜
ん
だ
。
上
磯
で

も
夜
間
に
以
前
の
形
で
復
活
祭
奉
事
、
祝
賀

会
を
実
施
し
た
。 

■
釧
路
管
轄 

 

雨
天
で
十
字
行
は
聖
堂
内
を
巡
り
、
早
課

と
聖
体
礼
儀
を
実
施
し
た
。
祈
祷
後
、
茶
菓

で
歓
談
し
、
持
ち
帰
り
の
オ
ー
ド
ブ
ル
も
提

供
さ
れ
た
。
上
武
佐
も
あ
い
に
く
の
雨
だ
っ

た
が
、
聖
体
礼
儀
と
祈
祷
後
の
茶
菓
で
の
歓

談
が
行
わ
れ
た
。 

■
札
幌
管
轄 

 

雨
天
の
中
の
復
活
祭
と
な
っ
た
が
、
今
年

は
外
国
人
の
方
も
多
く
60
名
以
上
の
方
が

参
祷
さ
れ
、
盛
大
に
お
祝
い
し
た
。
小
樽
、

苫
小
牧
で
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
十
字
行
も

行
い
、
喜
び
の
復
活
大
祭
を
お
祝
い
す
る
こ

と
が
で
き
た
。 
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▲ 神現祭の聖体礼儀後に続いてニコライ堂境内で大聖水式 1/22 

▲ 聖名祭・セラフィム祭の祈祷後 1/15 ▲ 主の降誕祭の聖体礼儀 12/25       

▲ 教役者養成短期プログラム 11/29 ▲ ニコライ堂で主の降誕祭の徹夜祷 12/24      

十
一
月
か
ら
一
月 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
11
月
の

東
京
滞
在
中
に
教
役
者
養
成
短
期
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
奉
神
礼
に
参
祷
さ
れ
様
々
な

ご
指
導
を
さ
れ
た
。 

 

12
月
に
は
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
で
降
誕
祭

を
迎
え
ら
れ
、
祭
日
徹
夜
祷
と
降
誕
祭

聖
体
礼
儀
を
ご
司
祷
さ
れ
た
。 

 

二
〇
二
三
年
の
新
年
の
奉
事
は
丁
度

日
曜
日
に
当
た
っ
た
。
新
年
深
夜
0
時

よ
り
新
年
感
謝
祈
祷
を
仙
台
に
お
い
て

ご
祈
祷
さ
れ
、
翌
朝
の
聖
体
礼
儀
及
び

新
年
感
謝
祈
祷
も
、
水
口
神
父
の
陪
祷

を
得
て
ご
司
祷
さ
れ
た
。 

 

ま
た
座
下
の
聖
名
祭
で
あ
る
サ
ロ
フ

の
聖
セ
ラ
テ
ィ
ム
祭
は
1
月
15
日
㈰
に

行
な
わ
れ
、
聖
体
礼
儀
の
後
、
仙
台
教

会
か
ら
花
束
と
、
婦
人
会
・
方
舟
会
・

聖
歌
隊
か
ら
お
祝
い
が
贈
ら
れ
た
。 

 

1
月
22
日
㈰
に
は
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
に

お
い
て
神
現
祭
の
聖
体
礼
儀
に
続
い
て

境
内
地
に
て
大
聖
水
式
を
行
わ
れ
た
。 
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▲ 東日本大震災永眠者の為のリティヤ 3/11 

▲ ニコライ堂の聖堂入口で復活祭の開始 4/16 

▲ 谷中墓地モレーベン後の記念写真 2/16 

▲ 復活祭の福音の誦読 4/16 ▲ 復活祭の早課 4/16 

▲ ゲオルギイ・トロイツキイ輔祭を按手 4/9 

二
月
か
ら
四
月 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
、
2
月
16

日
㈭
の
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
祭
を
ニ
コ
ラ
イ

堂
で
祝
わ
れ
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
の
モ
レ
ー
ベ
ン

を
谷
中
墓
地
で
御
祈
祷
さ
れ
た
。 

 

大
斎
の
期
間
中
も
、
仙
台
と
東
京
を
行
き

来
さ
れ
、
仙
台
に
お
い
て
は
大
斎
第
1
主
日

の
聖
体
礼
儀
の
後
、
聖
名
祭
の
モ
レ
ー
ベ
ン

を
祈
ら
れ
た
他
、
大
斎
第
2
週
の
先
備
聖
体

礼
儀
、
フ
ェ
オ
ド
ル
の
ス
ボ
タ
の
聖
体
礼
儀

と
糖
飯
の
祝
福
も
執
り
行
わ
れ
た
。 

 

ま
た
3
月
11
日
㈯
に
は
ニ
コ
ラ
イ
堂
で

東
日
本
大
震
災
の
永
眠
者
を
記
憶
す
る
リ

テ
ィ
ヤ
を
行
わ
れ
た
。
階
梯
者
イ
オ
ア
ン
の

主
日
の
聖
体
礼
儀
で
は
説
教
を
行
わ
れ
た
。 

 

4
月
9
日
㈰
の
聖
枝
祭
の
聖
体
礼
儀
に

お
い
て
、
東
京
復
活
大
聖
堂
教
会
付
の
輔
祭

と
し
て
、
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
ト
ロ
イ
ツ
キ
イ
師

を
輔
祭
に
叙
聖
さ
れ
た
。 

 

受
難
週
及
び
復
活
祭
の
奉
神
礼
も
ニ
コ
ラ

イ
堂
で
執
り
行
わ
れ
、
復
活
祭
当
日
は
深
夜

の
祈
祷
が
行
わ
れ
、
十
字
行
、
早
課
、
一
時

課
、
聖
体
礼
儀
が
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下

の
ご
司
祷
に
よ
り
滞
り
な
く
執
行
さ
れ
た
。 
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▲成聖式の十字行 

▲工事関係者と信徒と共に行われた聖体礼儀 

▲ダニイル府主教座下のご祝辞代読 ▲修復成聖式記念昼食会 

 

函
館
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
主
の
復
活
聖
堂
の
修
復
成
聖
式
と

聖
体
礼
儀
並
び
に
関
連
行
事
が
、
一
月
二
十
九
日
㈰
に
セ
ラ

フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
た
。
管
轄
信
徒
、

他
教
会
の
信
徒
、
工
事
関
係
者
と
共
に
約
六
十
名
が
集
っ
た
。 

 

修
復
さ
れ
た
聖
堂
は
聖
油
を
以
て
壁
面
に
十
字
が
印
さ
れ
な

が
ら
聖
水
が
撒
か
れ
、
十
字
行
で
聖
堂
を
一
周
。
歓
喜
の
聖
歌

と
鐘
が
響
き
わ
た
っ
た
。
聖
体
礼
儀
に
引
続
き
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
大
主
教
座
下
の
式
辞
、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
、
函
館

市
長
、
文
化
庁
担
当
官
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
い
た
。
ま
た
、
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
工
事
関
係
者
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
た
。 

 

聖
堂
で
の
行
事
を
終
え
て
昼
食
会
が
開
か
れ
た
。
管
轄
司
祭

と
セ
ル
ギ
イ
下
田
執
事
長
の
御
礼
の
挨
拶
、
教
団
か
ら
生
神
女

誕
生
の
イ
コ
ン
が
記
念
と
し
て
教
会
へ
贈
ら
れ
た
。
昼
食
会
で

は
、
工
事
関
係
者
と
信
者
ら
が
互
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら

親
し
く
歓
談
し
、
喜
び
の
う
ち
に
会
を
閉
じ
た
。 
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▲遊歩道のチェーン柵の復旧 

▲聖堂周囲の芝張り 

▲新たに設置されたガードパイプ柵 ▲遊歩道の舗装と司祭館側にチェーン柵を新設 

▲会館入口の盛土の復旧 ▲正門階段の整地舗装と外灯の更新 

 

一
月
の
成
聖
式
を
終
え
、
聖
堂
で
の
祈
祷
が
再
開
さ
れ

た
。
三
月
に
な
る
と
暖
か
い
日
が
続
き
、
厚
く
積
も
っ
た

雪
も
あ
っ
と
い
う
間
に
融
け
て
、
残
さ
れ
て
い
た
境
内
の

各
種
外
構
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。 

 

広
場
の
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
柵
や
司
祭
館
側
の
擬
木
チ
ェ
ー

ン
柵
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
遊
歩
道
や
正
門
階
段
も
き
れ

い
に
再
舗
装
さ
れ
た
。
正
門
石
柱
の
耐
震
化
で
設
置
さ
れ

た
鋼
鉄
製
の
支
柱
に
は
八
端
十
字
架
が
施
さ
れ
、
外
灯
と

と
も
に
夜
間
に
は
灯
篭
の
よ
う
に
灯
り
が
と
も
る
。
信
徒

会
館
の
駐
車
場
も
砕
石
と
砂
を
搬
入
し
て
転
圧
さ
れ
、
ぬ

か
る
ま
な
い
よ
う
に
整
地
さ
れ
、
工
事
の
為
に
拡
幅
さ
れ

た
会
館
入
口
も
復
旧
し
、
駐
車
場
看
板
も
設
置
さ
れ
た
。

聖
堂
周
囲
に
は
美
し
い
公
園
芝
が
張
ら
れ
、
広
場
も
長
ら

く
あ
っ
た
プ
レ
ハ
ブ
の
事
務
所
や
倉
庫
な
ど
が
撤
去
さ

れ
、
野
芝
を
張
っ
て
復
旧
さ
れ
た
。
こ
れ
で
3
年
に
わ
た

る
修
復
工
事
は
竣
工
と
な
り
、
聖
堂
と
境
内
は
美
し
く

蘇
っ
た
。
聖
堂
公
開
も
始
ま
り
、
連
日
多
く
の
観
光
客
や

市
民
の
方
々
が
訪
れ
て
い
る
。 
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盛
岡
管
轄
区
で
は
昨
年
か
ら
管
轄
区
5
教

会
の
信
徒
間
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
「
管

轄
交
流
会
」
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
5

月
7
日
㈰
、
遠
野
正
教
会
に
お
い
て
管
轄

交
流
会
が
実
施
さ
れ
盛
岡
、
北
鹿
、
山
田
、

岩
谷
堂
の
各
教
会
の
信
徒
が
遠
野
教
会
に
集

ま
り
、
と
も
に
聖
体
礼
儀
を
行
っ
て
兄
弟
姉

妹
の
絆
を
確
か
め
合
っ
た
。 

 

ま
た
今
年
は
遠
野
教
会
「
ア
ウ
ラ
ア
ム
・

サ
ッ
ラ
会
堂
」
が
建
立
さ
れ
て
10
年
目
の

節
目
に
当
た
り
、
管
轄
区
の
信
徒
一
同
、
遠

野
教
会
の
こ
の

10

年
間
の
活
動
を
顕
彰

し
、
今
後
の
更
な
る
発
展
を
祈
っ
た
。
祈
祷

後
は
近
隣
の
「
た
か
む
ろ
水
光
園
」
に
て
会

食
を
行
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
と

な
っ
た
。
会
食
で
は
各
教
会
の
執
事
長
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
食
事
中
も

各
教
会
の
信
徒
間
で
活
発
な
歓
談
が
交
わ
さ

れ
て
お
り
、
管
轄
区
全
体
の
交
流
が
深
ま
っ

て
い
く
こ
と
へ
の
手
ご
た
え
が
感
じ
ら
れ

た
。
今
後
も
盛
岡
管
轄
区
が
一
丸
と
な
っ
て

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

※
遠
野
教
会
自
体
は
明
治
以
来
の
共
同
体
と

し
て
の
歴
史
が
あ
る
が
、
長
ら
く
祈
祷
の
た
め

の
会
堂
を
持
た
ず
、
信
徒
宅
に
て
巡
回
祈
祷
が

行
わ
れ
て
い
た
。
や
が
て
信
徒
内
か
ら
自
分
た

ち
の
会
堂
を
持
ち
た
い
と
の
声
が
上
が
り
建
設

計
画
を
立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
途
中
東
日
本

大
震
災
の
影
響
な
ど
も
あ
っ

た
が
、
2

0

1

3
年
5

月
19
日
㈰
無
事
に
竣
工
、

成
聖
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。
日
本
正
教
会
の
現

代
史
に
お
い
て
、
会
堂
を
持

た
な
い
家
庭
集
会
が
、
信

徒
の
意
志
に
よ
っ
て
独
自
の

会
堂
を
持
つ
ま
で
に
至
っ
た

こ
と
は
大
変
珍
し
い
ケ
ー
ス

で
あ
り
、
地
方
の
小
教
会
の

発
展
と
い
う
観
点
で
大
き

な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ

る
。 

▲管轄内各教会から集まった信徒たちと共に 

▲懇親を深めた食事会 
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東
北
ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
会
議
の
開
催 

 
 

  

2
月
9
日
㈭
、
仙
台
に
お
い
て
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
会
議
が
行
わ
れ

た
。
会
議
で
は
主
に
次
年
度
の
行
事
予
定
、
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
信
徒
懇
親
会
も

4
年
ぶ
り
の
開
催
を
目
指
し
て
企
画
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
教

会
学
校
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て
信
徒
懇
親
会
の
翌
日
に
行

う
方
針
と
な
っ
た
。
ま
た
昨
年
行
っ
て
好
評
だ
っ
た
「
誦
経
奉
仕
者
研
修

会
」
も
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
聖
歌
研
修
会
も
4
年
ぶ
り
に

行
う
予
定
と
な
っ
た
。 

 

5
月
11
日
㈭
に
は
「
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
拡
大
宣
教
会
議
」
が
仙
台
で
行

わ
れ
た
。
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
神
品
、
宣
教
委
員
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
の
収
束

を
受
け
て
今
回
は
4
年
ぶ
り
に
各
教
会
の
執
事
長
も
出
席
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
会
議
で
は
最
初
に
長
司
祭
マ
ル
コ
小
池
宗
務
局
長
か
ら
教
団
、

教
区
の
こ
の
一
年
間
の
動
き
が
報
告
さ
れ
、
続
い
て
司
祭
ル
カ
田
畑
ブ

ロ
ッ
ク
長
か
ら
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
活
動
が
報
告
さ
れ
た
。
さ
ら
に
各
教

会
の
執
事
長
か
ら
、
教
会
の
現
況
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
次
年
度

の
行
事
計
画
の
日
程
が
決
め
ら
れ
た
。 

 

ど
の
教
会
に
も
共
通
す
る
課
題
と
し
て
高
齢
化
、
信
徒
の
減
少
、
献
金

収
入
の
先
細
り
が
指
摘
さ
れ
、
東
北
の
教
会
の
直
面
す
る
厳
し
い
現
状
が

う
か
が
え
た
。
一
方
で
、
洗
礼
や
婚
配
が
予
定
さ
れ
て
い
る
教
会
や
、
従

来
よ
り
も
遠
方
の
地
域
か
ら
の
参
祷
者
が
増
え
て
活
気
を
取
り
戻
し
た
教

会
の
報
告
も
あ
り
、
前
向
き
な
材
料
も
見
出
さ
れ
た
。
各
教
会
の
情
報
共

有
を
通
じ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
が
活
気
づ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

10
月
の
信
徒
懇
親
会
は
盛
岡
が
担
当
し
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
信
徒

懇
親
会
に
教
会
学
校
の
キ
ャ
ン
プ
の
要
素
も
盛
り
込
む
計
画
で
あ
る
。
遠

足
や
何
ら
か
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
い
、
幅
広
い
世
代
で
楽
し
め
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。
盛
岡
市
は
今
年
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
で
「
2

0

2

3
年
に
行

く
べ
き
52
か
所
」
の
う
ち
の
一
つ
に
選
ば
れ
観

光
熱
も
高
ま
っ
て
い
る
。
現
在
盛
岡
教
会
で
は

会
場
の
選
定
を
行
っ
て
お
り
、
い
く
つ
か
あ
る

候
補
の
内
か
ら
快
適
で
食
事
が
美
味
し
く
、
自

然
が
豊
か
な
環
境
の
宿
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
翌
日
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
皆
で

楽
し
め
る
も
の
を
企
画
検
討
中
。 

 

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
各
行
事
が
再
開
す
る
こ
と
と
な

り
、
教
会
の
発
展
、
活
性
化
に
役
立
つ
こ
と
を

期
待
し
た
い
。 

▲仙台で開催された拡大宣教会議 5/11      



▼
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5
月
13
日
㈯
、
14
日
㈰
の
日
程
で
、
標
記
会
議
が
各

教
会
の
執
事
長
、
宣
教
委
員
を
集
め
て
函
館
正
教
会
に
て

開
催
さ
れ
た
。
3
年
ぶ
り
に
マ
ル
コ
小
池
宗
務
局
長
を

お
迎
え
し
、
教
区
と
教
団
の
動
静
の
報
告
や
、
意
見
交
換

を
行
い
、
例
年
行
わ
れ
て
い
た
形
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
各
地
か
ら
の
参
加
者
と
主
日
の
奉
事
を
共
に
し
な

が
ら
、
今
年
度
の
各
教
会
の
活
動
報
告
、
次
年
度
計
画
に

つ
い
て
熱
心
に
討
議
が
行
わ
れ
た
。 

 

会
議
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て

き
た
様
々
な
活
動
の
制
限
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
宣
教
牧
会
の
面
で
色
々
な
問
題
も
生
じ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
今
後
、
ど
の

よ
う
に
教
区
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
諸
行
事
や
、

教
会
の
日
常
的
な
活
動
を
回
復
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
と
確
認
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
新
た
な
宣
教
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
事
、
キ
ャ
ン
プ
だ
ホ
イ
！
の
実
施
、

諸
会
議
、
研
修
会
を
地
方
教
会
で
も
開
催
し
て
、
各
教
会

と
の
交
流
の
機
会
を
増
や
す
事
な
ど
を
話
し
合
い
、
次
年

度
の
行
事
計
画
を
立
て
た
。
ま
た
、
徹
夜
祷
の
聖
歌
譜
の

再
版
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
、
全
国
宣
教
企
画
委
員
会

に
伝
え
る
と
い
う
意
欲
的
な
意
見
も
あ
っ
た
。 

 

今
回
の
宣
教
会
議
は
、
久
し
ぶ
り
に
通
常
の
形
で
実
施

さ
れ
、
主
日
奉
事
に
参
祷
し
て
共
に
祈
り
、
聖
体
礼
儀
後

に
は
最
近
再
開
さ
れ
た
信
徒
の
昼
食
会
も
行
わ
れ
て
、
懇

親
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
宣
教
会
議
が
、
停
滞
し
て

い
る
部
分
を
少
し
ず
つ
改
善
す
る
取
り
組
み
を
リ
ー
ド
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
会
議
の
開
催 

▲函館で開催された拡大宣教会議 5/13-14      

北
海
道
の
正
教
会
案
内 

 
 
 
 
 
 
 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト 
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善
な
る
不
信
と
は
、
聖
使
徒
フ
ォ
マ
の
主
日
前
晩

課
の
讚
頌
に
あ
る
言
葉
で
す
。
復
活
し
た
イ
イ
ス
ス

に
会
っ
た
と
い
う
仲
間
た
ち
に
対
し
て
、
そ
こ
に
居

な
か
っ
た
フ
ォ
マ
は
「
私
は
自
分
の
手
を
そ
の
脇
腹

に
入
れ
て
み
な
け
れ
ば
信
じ
な
い
」
と
言
い
ま
し

た
。
一
週
間
後
イ
イ
ス
ス
は
再
び
現
れ
て
、
フ
ォ
マ

に
「
あ
な
た
の
指
を
私
の
脇
腹
に
入
れ
な
さ
い
。
信

じ
な
い
者
で
は
な
く
信
じ
る
者
に
な
り
な
さ
い
」
と

言
い
ま
し
た
。
フ
ォ
マ
は
「
私
の
主
、
私
の
神
よ
」

と
答
え
ま
し
た
。 

 

今
で
こ
そ
私
た
ち
は
、
イ
イ
ス
ス
ハ
リ
ス
ト
ス
と

聖
神
が
父
な
る
神
と
三
位
一
体
の
神
で
あ
る
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
告

白
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
途
方
も
な
い
こ
と
で
し
た
。
天
地
萬
物
の

創
造
主
、
全
能
者
で
あ
る
神
は
、
私
た
ち
有
限
な
人
間
と
は
明
ら
か
に
異
な

る
、
知
識
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
も
不
可
能
な
御
方
で
す
。
神
を
肉
眼
で
見

た
者
は
死
ぬ
と
言
わ
れ
、
み
だ
り
に
其
名
を
口
に
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て

い
た
。
に
も
拘
ら
ず
、
フ
ォ
マ
は
目
の
前
に
立
つ
イ
イ
ス
ス
に
対
し
て
、

「
我
が
主
よ
、
我
が
神
よ
」
と
告
白
し
た
の
で
す
。 

 

フ
ォ
マ
は
他
の
使
徒
た
ち
に
比
べ
て
信
仰
が
薄
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
攜
香
女
た
ち
や
他
の

弟
子
た
ち
が
主
に
会
っ
た
と

言
っ
て
も
使
徒
た
ち
は
信
じ

な
か
っ
た
と
福
音
書
は
記
し

て
い
ま
す
。
む
し
ろ
フ
ォ
マ

は
誰
よ
り
も
先
に
信
じ
た
者

だ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。
イ

イ
ス
ス
が
神
で
あ
る
と
い

う
、
大
胆
な
真
理
を
述
べ
た

最
初
の
人
は
フ
ォ
マ
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

「
見
ず
し
て
信
ず
る
者
」
と
い
う
の
は
、
多
く
の
聖
師
父
が
解
説
し
て
い

る
よ
う
に
後
代
の
信
徒
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
多
く
は
マ
リ
ヤ
の
出
現
や

現
代
医
学
で
は
説
明
で
き
な
い
よ
う
な
奇
蹟
的
な
治
癒
を
体
験
す
る
こ
と
無

く
生
涯
を
終
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
福
音
書
や
使
徒
書
、
世
界
中
に
広
ま
っ
た

教
会
共
同
体
の
働
き
、
教
え
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
見
ず
し
て
信
じ
る
者
に
な

れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
フ
ォ
マ
た
ち
使
徒
の
お
か
げ
で
す
。 

 

一
方
で
「
言
わ
れ
た
通
り
に
せ
よ
、
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
、
自
分
で
考
え

る
の
で
は
な
く
前
の
人
と
同
じ
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の
だ
」
と
い
う
の
が

「
見
ず
し
て
信
ず
る
」
こ
と
と
勘
違
い
さ
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と

に
か
く
疑
わ
な
い
こ
と
が
信
仰
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
見
な
い
で
信
じ

る
人
た
ち
は
幸
い
で
あ
る
」
と
い
う
主
の
言
葉
が
、
こ
の
世
の
富
や
権
力
、

人
を
支
配
す
る
こ
と
が
目
的
の
カ
ル
ト
的
教
祖
や
権
力
者
、
偽
宗
教
者
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
神
か

ら
自
由
意
志
を
与
え
ら
れ
た
者
と
し
て
、
主
体
的
な
信
仰
を
持
つ
べ
き
で

す
。
神
が
私
た
ち
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
、
常
に
真
摯
に
追
及
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

正
教
会
で
は
フ
ォ
マ
を
「
疑
い
深
い
」
と
い
う
よ
り
も
「
研
究
を
好
む
」

と
称
し
て
き
ま
し
た
。
フ
ォ
マ
が
「
私
は
そ
の
手
に
釘
の
跡
を
見
、
自
分
の

指
を
そ
の
釘
の
跡
に
入
れ
て
み
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
自
分
の
手
を
そ
の
脇
腹

に
入
れ
て
み
な
け
れ
ば
、
決
し
て
信
じ
な
い
」
と
言
っ
た
こ
と
を
正
教
会
は

「
フ
ォ
マ
の
善
な
る
不
信
」
と
表
現
し
て
き
ま
し
た
。
フ
ォ
マ
が
曖
昧
な
理

解
で
良
し
と
せ
ず
に
敢
え
て
疑
い
、
確
信
を
得
て
「
イ
イ
ス
ス
は
神
で
あ

る
」
と
表
明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
に
も
計
り
知
れ
な
い
神
へ
の
真

の
智
慧
が
示
さ
れ
た
か
ら
で
す
。 

 

私
た
ち
も
フ
ォ
マ
の
よ
う
に
、
真
摯
に
主
を
求
め
続
け
、
信
仰
を
堅
め
、

確
信
に
基
づ
い
て
主
の
言
を
行
う
者
と
な
り
ま
し
ょ
う
。 

 

 善なる不信     司祭 ステファン 内田圭一 



人
物
消
息 

ー
敬
称
略
ー 

 

（
２
０
2

2
年
12
月
～
２
０
2

3
年
5
月
） 

 

◆
永
眠
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
永
眠
日
］ 

札
幌 

エ
カ
テ
リ
ナ 

金
田
き
よ 

12
月
3
日 

 
 
 

メ
フ
ォ
デ
ィ 

宮
崎
隆
斗 

3
月
10
日 

 
 
 

フ
ェ
オ
ド
ル 

山
口 

馨 

4
月
16
日 

苫
小
牧
マ
ル
コ 

 
 

平
井
和
男 

 

1
月
2
日 

小
樽 

ア
ン
ド
レ
イ 

廣
岡
凛
太
郎 

12
月
4
日 

 
 
 

エ
レ
ナ 

 
 

鈴
木
寛
子 

 

3
月
30
日 

函
館 

ア
フ
ァ
ナ
シ
ヤ 

北
越
真
佐
子 

12
月
4
日 

 

 
 
 

ダ
リ
ヤ 

 
 

森 

幸
子 

 

2
月
1
日 

 
 
 

ワ
シ
リ
イ 

 

中
田
哲
雄 

2
月
14
日 

上
磯 
マ
ク
リ
ナ 

 

佐
藤
佑
子 

12
月
8
日 

 
 
 

ア
ン
ナ 

 

大
村
多
佳
子 

1
月
17
日 

盛
岡 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル 

佐
藤 

洸 

1
月
20
日 

一
関 

ダ
ニ
イ
ル 

 

山
内
英
一 

2
月
26
日 

十
文
字
パ
ン
テ
レ
イ
モ
ン 
菅
原
作
太
郎 

1
月
21
日 

 
 
 

ハ
リ
テ
ィ
ナ 
菅
原
登
美
子 

3
月
14
日 

気
仙
沼
イ
ヤ
コ
フ 

 

千
葉 
中 

1
月
17
日 

曽
慶 

マ
ル
フ
ァ 

 

山
内
ト
シ
ミ 

12
月
3
日 

金
成 

エ
レ
ナ 

 
 

川
股
利
江
子 
12
月
3
日 

上
下
堤
ク
リ
ス
ケ
ン
テ
ィ
ヤ
笠
井
小
夜
香 

3
月
15
日 

涌
谷 

マ
ル
フ
ァ 

 

斎
藤
節
子 

 

4
月
25
日 

仙
台 

オ
リ
ガ 

 
 

四
津
光
子 

 

12
月
26
日 

 
 
 

イ
オ
ア
ン 

 

大
立
目
謙
朗 

3
月
30
日 

 
 
 

エ
レ
ナ 

 
 

遊
佐
せ
つ
子 

4
月
17
日 

 
 
 

ル
フ 

 
 
 

太
田
道
江 

 

5
月
6
日 

中
新
田
オ
リ
ガ 

 
 

村
山
新
子 

 

12
月
4
日 

 
 
 

ア
ン
ナ 

 
 

佐
藤
千
代
子 

12
月
17
日 

 
 
 

イ
オ
ナ 

 
 

工
藤
信
夫 

 

1
月
31
日 

 
 
 

ア
ナ
ス
タ
シ
ア 

渡
邊
と
め
の 

2
月
9
日 

白
河 

ワ
シ
リ
イ 

 

堀
田
勝
雄 

 

4
月
11
日 

 
 
 
 
 

※
永
遠
の
記
憶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

 

◆
洗
礼
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
受
洗
日
］ 

札
幌 

ワ
シ
リ
イ 

 

柯 

鈞
崴 

4

月

15

日

北
鹿 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル 

宮
岡
秀
行 

 

12
月
25
日 

 
 

 
 
 

ア
ン
ト
ニ
ー
ナ 

宮
岡
撓
子 

12
月
25
日 

金
成 

ナ
デ
ジ
タ 

 

佐
藤
弘
子 

 

2
月
8
日 

仙
台 

エ
ウ
フ
ロ
シ
ニ
ヤ 

遊
佐
な
み
子 

5
月
7
日 

 
 
 
 
 

 
 

※
洗
礼
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

公 
 

示 
東
日
本
主
教
々
区
各
教
会 

教
役
者
及
び
信
徒
代
議
員 

各
位 

 

＋
ハ
リ
ス
ト
ス
復
活
！ 

 

二
○
二
三
（
令
和
五
）
年
度
東
日
本
主
教 

教
区
「
教
区
会
議
」
を
左
記
の
日
程
に
よ
り 

開
催
し
ま
す
。 

 

 

記 
 

 

一
、
場
所 

仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

 

二
、
日
時 

6
月
25
日
㈰ 

12
時
半
よ
り 

  

※
詳
細
は
後
日
送
付
さ
れ
る
開
催
要
項
を 

 
 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
5
年
5
月
25
日 

  

日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
団 

 
 

東
日
本
主
教
々
区 

 
 

仙
台
の
大
主
教
及
び
東
京
の
副
主
教 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム 


